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会館大ホ ル{三4駐留繍m ・λ‘剥S 1:t4，5(則可1，Alt 
3.~∞内叩淵阿 川肘抱の入場叫して〈ださ

い} 叫輔師 同川帥前...から令ら

'""写会館史跨文化セJタ ならま色セシタ 県文

fヒ情恥〆ター チ，ットぴ. ローソ〆チケットで受先

4 Jll9日明1午前9防から丙衛 生部.酬で発弘醐

予約IJ4 !l19UIJ!午前9刷らなら'""写会邸 (ft34

-0100)で受付 ，唱、倉わ包ーなら'""軸館、

10/7 捌

-・ l ユ~- H'- "〆φー，
>/.剛 "沼軒曙

竺竺瓦竺主主盆盟立当立E
!ll 4 3刷

;り5副 本民 疋
~io ，. 1I仙のうた即日J

!2/9 ..oc焔

， . " 開 酬 明文化セ汁ーなら'""写会館

ならま色セけ一時開出開制.文化情報

セ/ター

皿、倉附】 時刻ヒセ〆ター (C34-9021)へ.
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国民年金保険料の免除制度について

国民年盆!芯 20・"学生も含むlO'ら 60"までroAして保険料を納o1J.:11nl<t:1J.:りまぜん
しか し 慢しは釦唱 し1ろいろ忽事情で保険料納付が困厳慈碕もあります.

国民年金で憾とのよう恕院のた刷ζ 保険制免隠制度があります

せん.

U伊倒すると 」れらの之'"をもとに祭良社会保隣司慎重喜

酬が審査l..*u，または却下します.

《噸鴎司暗闘の》

。印定

。非金盃の移し'""生』下，除〈学生の見省内等がL

る鳩合ばその人の守生径の"しも}

oa元世怖の所得値を.閉するもの(濁象厳献策強

定剛舎の写しまたliiltl1.l1明・など}
l保険制の進制制度}

免除され虻たm の叫隼捕l山a臼3分抑の 1口i醐'"予州れ甘.

この噌期酬剛酌の醐'時

内tはaさaのlぼzワて迫過"納肉"'き-ます.

ただし酬額はあるー胡聞を過ぎると帥 ~/1. f，

当"の保険終に 誕の舗を加算した金額に，句ます.

間川合わ.， 市役所由民修金謀、

， I鍋凶叫川

1-婚の自伝筒免除}

保酬の続付，録制令理的出より凶恥射に

崎 すると酬の所得などの.況をも"二抽出

保険事胴珂酬もの負峰ht-'*し柑tf~1岬

下します.

伸聞に帽恕帥》

O印.
。置問帽を闘するもの

(ilUt{{<<. ll¥i!申告の写しまたは酬間軒町

"笠の..健婦l
今週色俳人 I~ IJ 一般的に所得がなものでぶ人の所得

以外に観元の所得が範明とな旬ます.その場合 "'網
居か捌儲か国主主の学生か臥立の学生かその他l学

生の見親等 (高校生以ドtJa()が」るかどうかによョ

て f酬や輔副 時bります

ぺ歩 't~ド人 l 所得観が護観されていると'"免除されま
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こんなごみはどう出すの?
前副

これ

3月明日から闘鮪した湾住安婦の分測収集{周 Lて

に引き畿いて特じ問い合わぜの多い内容を紹介します.

からのごみ分別の..にして〈ださい.

. 葉"は l司じで も 製直通~~..うため

「その鎗プラスチァラ」へ附しで〈だきし.

間制スチロール咽酬や脚柿"どうするの 9

省 4さ〈割。て袋に入る分は「その他プラス.ツクJ
で館構ですが 多量にある渇合やかさの大きい鴇合は

「大型ごみjで申し込んで〈だ:予」 帥中の脚刷

rl壁やせ傘いーみJヘ悩して〈ださい.

間 アルミホ，.ほどヱヘ附すのヲ

•. r燈やぜ念、ごみjです.

四 ハ〆カチやF者の使い古Lたもの また引がらなど

はどこに似すの，

• . r絶やぜるごみJ"す.

I聞い貧ゎ.，市企画.・2思 (D71-3001) 資源

"搬認 (n7!-9900) 啄境清貧続一事情同時 r.， 
¥-3(12)へ.
様温 域 団体で再生膏漉(古伝 4断篇)の集団回収泊働

促進のために.カす&回取鋼..は食幽..，寒へ連絡して

〈ださい.

聞 「ガラスぴんはして回収する叫どのよう 企もの。

省 主に食ぺ粉や飲微物など「口に入るものjが入って

いたがラスぴんです.

悶 「そめ.他包プ"スえチγクJとしτ分刻する時の目安は。

省 プうラ，ス守乎酢 γ タ ピニ Pル。'製隠の宅瞥筆審4やや包安の領いとし

て分別づチヂラy に例示Lて.るようなもの4を"その.プラ

Jスえづチ'フタJとしで分潤します.しかし 飽のa紛t賞が混，r 
つた鞠や一見して'判司別がでi急与 fな伝"，もbのJは'"鰹聖やせな」

みH 繍割織.です@

• . rこれは鎗やしでも省審ガスが倒ませんjと官提示きれ

たスーパーのレジ径なら「併やぜるごみ」でー のヲ

省高 ごみを入れる袋>cで健う分"悔いまぜんが袋白

体が不要となったJt{l"li金て「その・プラスチヲ クJへ

幽してくだき，'. 

間 スーパーの公共錨霞?園仮できないトレーはどうす

るの'

. 嗣収で..'トレーは「その他プラスチソクjです.

悶 ぺ 7 トボトルと同じ来初の蜘パックはペットポ'ル

とー舗でい」吻，

組凶" 凶I" 
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錫正月

来月の
とよ

附."剛輔二抑制えの行事時

制 1た醐から世時附から制。..

へ色発展してきた野外能です ; 

現在 "日は移民大社で r~，師、"の媛J .
"日は宕有性で「話極主りの削が符われた i
後両日剛州大門跡崎"の芝で「務大円

の儀Jが15HIMfd益蓄 'i，ピ盛耐の館業
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1 薪御能
u￥日大社興編#)
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16日tffzfよ窓ft文Afl川畑
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